
 
 

バス運行事業 

 乗合・貸切バス事業 

市営バス事業の経営改善を図るた

め、経費節減・収入の増加に最大限

の経営努力を行うとともに、市民・

利用者に安全かつ便利で快適なサー

ビスの提供に努めます。 

  附帯事業（旅行業等） 

官公庁、自治会、学校、地元企業

など幅広く営業訪問し、職場旅行や

バスツアー、車内広告等の受注獲得

に努めます。 

安全運行の確保と利用者サービス

の向上 

 バス車両の購入 

   安全かつ快適な運行を確保するため、車両の

計画的な購入（更新）を行います。購入にあた

っては、環境問題や、お年寄り・障害者の皆様

の利用に配慮したバスの購入に取り組みます。 

  全面ダイヤ改正への取り組み 

   利用者のニーズに即したダイヤの見直し、新

規路線の拡充に取り組み、効率的な運行体系に

よる経費の削減に取り組みます。 

 環境に優しい運行の推進 

   アイドリングストップやエンジンカット等

環境に優しいバスの運行を継続します。 

 

 

 
 

 交通事業会計要求総額 ２，４５２百万円 交通局 （対前年度  ＋１．８％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

   

 
 

 
バス運行事業･･･････････････････････････２，２２８百万円 

新 バス車両購入（更新）事業･･･････････････････１３５百万円 

―主要事業― 要求額 

新 ：新規事業  

収益的収入          2,230百万円 〈要求の基本的考え方〉 
収益的支出          2,228百万円  交通局は 
 差引                            2百万円 ◆ 安全運行の確保と利用者サービスの向上 
 単年度資金収支                  1百万円 ◆ 「市営バス事業経営改善計画」の推進 

を目指します。 


